
北海道基礎情報（Ｈ29.3.31時点）
・人口:5,348,102人
・面積：83,423.82k㎡

【H28：先－１８】 女満別空港運営委託事業可能性調査
（実施主体：北海道）

調査対象施設（対象地）の概要

【経緯】
■ H23 国の空港経営改革の動きに対応し、本道の考え方を整

理するため「空港経営に関する有識者懇談会」を設置
■H24 懇談会でバンドリングの報告がされたこと等により「道内

空港の運営に関する検討会議」を全13空港の関係者により設置
■H26 「北海道交通ネットワーク総合ビジョン」が改訂され、「道

内13空港による航空ネットワークが将来にわたり確保されるよう、
道内空港の運営のあり方について検討等」が記載される

■H28.5  道内空港の一括民間委託を関係自治体等により検討す
る 「北海道における空港経営改革に関する協議会」を国土交通
省航空局と北海道が共同開催（7空港が対象）
→大空町（女満別空港）も参画

【事業分野：空港】 【対象施設：女満別空港 】 【事業手法：コンセッション、指定管理者 】
【キーワード：コンセッション、基礎情報調査、空港施設活用の方向性、官民連携による空港運営】

事業発案に至った経緯・目的

【目的】
• 民間による複数空港の一体的運営（いわゆるバンドリング）は、航空会社の路線選

定に対する交渉力が強化される可能性があるとともに、資材調達、保険契約等にお
いてもスケールメリットが働き、コスト削減等の効果が見込まれる。

• １３の空港を有する本道においては、そのうち７空港の一括民間委託の検討が進め
られており、民間ならではの創意と工夫を最大限発揮して、道内の空港が置かれて
いる特性も踏まえた北海道ならではの空港運営が実現すれば、各空港の機能や道
内航空ネットワークは充実強化され、広域観光の振興や地域経済の活性化につな
がることが期待される。

• 本調査では、民間委託が検討されている各空港のうち北海道が管理する女満別空
港について、ターミナルビル及び駐車場に関する基礎情報の整備及び更新計画の
検討を行い、事業スキーム等の官民連携による空港運営に関する検討を行うことに
より、今後の空港運営の方向付けに活用することを目的とする。

所在地 北海道網走郡大空町

総面積 167ha

運用時間 13時間 (8:00～21:00)

滑走路 1本 (2,500m×45m)

スポット 16バース

旅客数 765千人 (平成27年度)

貨物取扱量 1,532トン (平成27年度)

駐車可能台数 761台（有料）

女満別空港の位置情報女満別空港の概要

※四角で囲んでいる空港は、「北海道における空港
経営改革に関する協議会」に参加している空港

駐車場

空港基本施設
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女満別空港の施設配置図



今後の進め方
【想定される課題】

調査の流れ

マーケット

サウンディング
実施方針

選定

プロセス
業務引継 運営開始

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 • 実施スキームに関する国管理空港等との調整
• 更新投資等の負担に関する整理
• 空港ビル会社株式の譲渡に関する調整

【損益の状況（平成27年度）】

【複数空港の一体的運営における主なメリット及び効果】
• 他空港との連携による路線誘致・集客
• 路線就航を促す利用料金設定・インセンティブ
• 専門スタッフによる戦略的・継続的な各種取組
• 体制・業務の効率化
• 空港施設への戦略的な投資の促進 などが期待される

【調査結果】
• 空港施設活用の方向性などを踏まえ、事業採算性に関し、

３つのスキームについて検証を行った。

基礎情報の調査

官民連携手法の導入
に係る検討を行うた
めに必要な基礎情報
の調査

空港施設活用の
方向性調査

収支ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの基
礎となる更新投資に
要する費用や更新時
期などの検討

官民連携による空港
運営に関する検討

複数空港の一体的運
営のメリット及び効果
の検討

上下一体での民間活
力活用スキームの検
討

空港施設 管理・運営主体 損益の状況

ターミナルビル 女満別空港ビル 74

駐車場 めまんべつ産業開発公社 5

（単位：百万円）

事業化検討調査内容

①コンセッション
（設備投資SPC負担）

②コンセッション
（設備投資公費負担）

③指定管理者

民間の事業範囲

料金設定・収受 ○ ○ －

路線誘致 ○ ○ －

運営 ○ ○ ○

維持管理 ○ ○ ○

設備投資 ○ － －

空港全体の
収支不足※

大 中 小

公費負担 － 中 大

SPC負担 大 中 －

財務関連情報等
既存データの

活用

情報の一覧化、効果や採算性の評価
空港運営の方向付けに際して活用

上下一体運営スキームのあり方の検討
• 空港運営の方向性として、どのようなスキームが想定され、

それぞれのメリットはどのような点にあるのか、道内複数空港
の民間への一体的な運営委託を考慮したうえで検討。

財務・財産情報整備等
• 財務関連情報、税務関連情報、法務

関連情報や資産関連情報の整備

更新計画の検討
• 今後の機能更新等にかかる計画及び

更新投資費用や更新時期等を検討

基礎的情報の整備
• 空港の概要
• 現状における空港の管理運営
• 空港の位置情報及び二次交通
• 利用状況、需要特性 等

空港基本施設 ターミナルビル・駐車場

調査
範囲

※旅客数が同じ場合の比較。コンセッションではSPCの財務的な負担が収支に影響を与える。

なお、コンセッションでは料金設定・収受、路線誘致を民間が担うため、旅客数増加が期待される。

【H28：先－１８】 女満別空港運営委託事業可能性調査
（実施主体：北海道）


